
      保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表） 

公表：令和１年１２月２７日 
事業所名 あゆっこ浜田   保護者数等  ２名   回収数 ２名   割合 １００％ 
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環

境

・

体

制

整

備 

① 
子どもの個人プログラムを

行うスペースが十分に確保

されているか 

２   
 部屋は広すぎず、狭すぎ

ない「個人プログラム」

専用の設計となっていま

す。 

② 
職員の配置数や専門性は適

切であるか ２    
今後も楽しく通っていた 

だけるよう専門性を高め 

ていきたいと思います 

③ 
事業所の設備等は、スロープ

や手すりの設置などバリア

フリー化の配慮が適切にな

されているか 

２    
子どもにとって分かりや

すい、構造化された環境

となっています。今後も

個々に合った環境を検討

していきます。 
適

切

な

支

援

の

提

供 

④ 
子どもと保護者のニーズや

課題が客観的に分析された

上で、個別支援計画が作成さ

れているか 

２    
子どもの課題と保護者の

ニーズ、また、医師の意

見をもとに、支援方針を

定め、計画書を作成して

います。 

⑤ 
個人プログラムが固定化し

ないよう工夫されているか ２    
子どもさんが課題を達成 

できるよう、教材や援助 

方法を工夫し、到達度を 

みながら、レベルアップ 

を図っています。分かり 

やすい説明を心掛けたい 

と思います 

 

 

 

 

 

 

保

護

者

へ

の

説

明
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⑥ 
支援の内容、利用者負担等に

ついて丁寧な説明がなされ

たか 

２   
 今後も丁寧な説明を心掛

けていきます。 

⑦ 
日頃から子どもの状況を保

護者と伝え合い、子どもの発

達の状況や課題について共

通理解ができているか 

２    
毎回、療育の内容やその 

時の子どもさんの様子、 

子どもさんの課題につい 

てお伝えしています。 

⑧ 
保護者に対して面談や、育児

に関する助言等の支援が行

われているか 

２   
 今後も家庭での子どもさ 

んの様子をお聞かせ下さ 

い 

⑨ 
子どもや保護者からの苦情

について対応の体制を整備

するとともに子どもや保護

者に周知・説明し、苦情があ

った場合に迅速かつ適切に

対応しているか 

１ １  
 「ご意見箱」を設置させ 

ていただいております。 

これまで、苦情等は寄せ 

られていませんが、お気 

づきのことがありました 

らお知らせ下さい。 

⑩ 
子どもや保護者との意思の

疎通や情報伝達のための配

慮がなされているか 

２    
次の利用日や、行事等に

よる変更といった連絡は

掲示や言葉だけではな

く、用紙に記載しお渡し

するようにしています。 

⑪ 
定期的に事業所の会報やホ

ームページ等で活動概要や

行事予定を保護者に対して

発信しているか 

 

 

 

 

１  １  
 ホームページ等について

お知らせが充分ではあり

ませんでした。 



⑫ 
個人情報に十分注意してい

るか ２    
 個人情報の取扱について 

は十分注意するととも 

に、取扱に際しては、そ 

の都度、その目的や内容 

等について保護者の方に 

確認し、了解を得たうえ 

で関係機関と連携させて 

いただいております。 

非
常
時
等
の
対 
応 

⑬ 
緊急時対応マニュアル、防犯

マニュアル、感染症対応マニ

ュアルを策定し、保護者に周

知説明されているか 

１ １  
 当センター共通のマニュ

アルはありますが、周知、

説明が充分ではありませ

んでした。 

⑭ 
非常災害の発生に備え、定期

的に避難、救出、その他必要

な訓練が行われているか 

 ２  
 市の総合福祉センターの 

定期の訓練に参加してい 

ます。 

 

 

満

足

度 

⑮ 
子どもは通所を楽しみにし

ているか ２   
 通所を楽しみにしていた 

だいており、大変ありが 

とうございます。今後も 

子どもさんにとって楽し 

い時間となるよう工夫し 

ていきます。 

⑯ 
事業所の支援に満足してい

るか ２   
 家庭や園といったふだん 

の生活の場で子どもさん 

がうまく過ごせるように 

なることが大切と考えま 

す。今後も、家庭や園の 

様子を聞かせていただき 

ながら、一緒に子どもさ 

んの支援について考えて 

いきたいと思います。 

 


